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東
中
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校 

 
 
 
 

 

校
長 

森 

香
明 

 

一 

本

校

の

沿

革 

 

本

校

は

、
昭

和

三

十

七

年

四

月

、
長

井

中

学

校

を

南

校

、

秦

中

学

校

を

北

校

と

改

称

し

て

、
力

強

く

歩

み

出

し

ま

し

た

。
昭

和

三

十

九

年

四

月

、
妻

沼

町

を

あ

げ

て

の

町

民

の

思

い

と

願

い

の

こ

も

っ

た

新

校

舎

が

建

設

さ

れ

、
南

校

生

徒

に

よ

る

新

校

舎

で

の

授

業

が

開

始

さ

れ

ま

し

た

。
翌

年

昭

和

四

十

年

四

月

か

ら

北

校

生

徒

及

び

妻

沼

中

学

校

の

一

部

の

生

徒

も

加

わ

り

、
本

校

の

統

合

が

完

了

し

ま

し

た

。

そ

の

後

、
平

成

十

七

年

十

月

の

市

町

合

併

に

よ

り

、
校

名

を

熊

谷

市

立

妻

沼

東

中

学

校

と

改

称

し

、
熊

谷

市

の

中

学

校

と

し

て

新

た

な

歩

み

を

始

め

ま

し

た

。
開

校

当

時

の

施

設

は

、
鉄

筋

三

階

建

教

室

棟

、
木

造

二

階

建

管

理

棟

、
鉄

筋

平

屋

建

特

別

教

室

、
体

育

館

、
広

大

な

運

動

場

を

備

え

た

立

派

な

学

校

施

設

で

あ

り

、
先

人

の

並

々

な

ら

ぬ

学

校

建

設

へ

の

情

熱

が

伺

わ

れ

ま

す

。 

現

在

学

校

で

は

、
「

熊

谷

の

子

ど

も

た

ち

は

、

こ

れ

が

で

き

ま

す

！
『

４

つ

の

実

践

』
と
『

３

減

運

動

』
」
の

下

、

「

あ

い

さ

つ

」
と
「

あ

り

が

と

う

」
の

感

謝

の

心

が

溢

れ

る

学

校

を

目

指

し

、
家

庭

、
生

徒

、
教

職

員

一

丸

と

な

り

、

地

域

に

愛

さ

れ

る

学

校

づ

く

り

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。 

二 

校

章

・

校

歌

制

定

に

係

る

エ

ピ

ソ

ー

ド 

 

１ 

校

章 

 
 

➀ 

制

定

年 

昭

和

四

十

一

年

三

月

五

日 

 
 

② 

原

形

を
「

め

ぬ

ま

」
の
「

め

の

字

」
を

象

形

し

て

輪

郭

化

し

、
三

個

の

鉾

を
「

妻

沼

」
と
「

長

井

」

と

「

秦

」

の

地

区

を

表

現

し

た

も

の

で

す

。 

２ 

校

歌 

 
 

➀ 

制

定

年 

昭

和

四

十

一

年

三

月

五

日 

 
 

② 

制

定

日

の

三

月

五

日

は

、
盛

大

な

校

歌

発

表

披

露

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。
校

歌

で

歌

い

継

が

れ

る

「

勤

労

」「

愛

」「

英

知

」「

己

が

じ

し

形

づ

く

れ

」

の

精

神

の

も

と

、
多

く

の

方

々

の

御

指

導

の

に

よ

り

、
巣

立

っ

た

卒

業

生

が

、
地

元
・
各

地

域

、
各

界

で

御

活

躍

さ

れ

て

い

ま

す

。 



  

 

妻

沼

東

中

学

校 

校

歌 
 
 

 
 

作

詞 

石

坂

養

平 
 

作

曲 

山

本

れ

ん 
 

一 

学

び

舎

近

く 

流

れ

行

き 
 

わ

た

う

み

目

ざ

す 

大

利

根

は 
 

 
 

い

と

し

わ

こ

う

ど 

勤

労

を 
 

一

義

と

せ

よ

と 
 

 
 

さ

と

す

（

啓

示

）

な

り 
  

二 

空

飛

ぶ

雲

の 

あ

し

（

脚

）

は

や

く 
 

あ

る

は

ゆ

る

か

に 

わ

た

る

日

は 
 

め

ぐ

し

わ

こ

う

ど 

お

の

が

じ

し 
 

形

づ

く

れ

と 
 

あ

か

す

（

説

得

）

な

り 
  

三 

わ

れ

ら

の

胸

に 

愛

あ

ふ

れ 
 

 

英

知

の

さ

が

の 

ひ

か

る

と

き 
 

国 

人

と

も

に 

睦

み

合

う 
 

安

ら

ぎ

の

世

は 

生

ま

る

べ

し 


